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というモデルを考える (t iid (0; 2)とする)．これをES1モデルと呼ぶ．
これを単純化し，[vt 1; vt 2] = [vt 1; v(w)t 2] = [vt 1; v
(m)
t 2] = 1=3 と
制約したモデルをES0モデルと呼ぶ．更に，Corsi (2009, J. Financial
Econometrics)のHeterogeneous AutoRegressionモデル(HARモデル)
































日次ボラティリティ vt 1，HAR 予測子 v(har)t 1 ，および上述の HARQ 予
測値 v(harq)t 1 を組み合わせた新しいモデルを考えることも可能となる．
vt =









[vt 1; vt 2] + [vt 1; v
(har)






(データ) 用いたデータは1999 年 1 月 4 日から 2013 年 12 月 30 日ま
での 15 年分の株価指数と，流動性のある個別銘柄 (大型株)である．予
測比較では，インサンプル，アウトオブサンプルを含む計 225の推定予
測期間を分析対象とする．詳細な設定は，森本・川崎 (2017)を参照．




















参考文献 森本孝之，川崎能典 (2017). 経験類似度に基づくボラティリ
ティ予測，『統計数理』第65巻1号, 155{180．
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